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要旨

2016年（4月1日から7月31日），2017年（4月1日から7月31日），2018年（4月1日から7月31日）

の3年間，愛知県・岐阜県・三重県などにおいて，道路の植栽帯や河川堤防などを踏査し，コモチナデ

シコ属（Petrorhagia）の分布状況を記録し，種子の外部形態による同定が可能な640点の標本を得た．

これらの標本を精査した結果，イヌコモチナデシコ（Petrorhagia dubia）：366点，ミチバタナデシコ

（Petrorhagia nanteulii）：274点，コモチナデシコ（Petrorhagia prolifera）：0点が確認された．

はじめに

コモチナデシコ属（Petrorhagia）は，地中海地方を

中心に分布するナデシコ科の植物である（神奈川県植物

誌調査会（編），2001）．

本属の名古屋市および周辺地域における分布について

筆者は，2016年および2017年の2年間の調査で，イヌ

コモチナデシコおよびミチバタナデシコが広範囲に分布

していることを報告した（中村，2018）．

本稿では，名古屋市および周辺地域から調査範囲を拡

大し，多くの方の協力を得て収集した標本情報をもとに，

愛知県・岐阜県・三重県などにおけるコモチナデシコ属

の分布状況を報告するとともに，今後の調査研究へと繋

げるものである．

調査地および調査方法

国内におけるコモチナデシコ属の分布を調査するにあ

たり，サイエンスミュージアムネット（http://science-

net.kahaku.go.jp/）の詳細検索にて“学名＝Petrorhagia”

を“部分一致”として検索を実施し，得られた全件をダ

ウンロード後，公開されている情報から採集場所を推察

し，地図上にプロットして分布調査を進める上での候補

地とした．

調査期間は，2018年4月1日から2018年7月31日とし，

道路の植栽帯や河川堤防などを踏査し（図1），コモチナ

デシコ属の情報を収集した．踏査で記録したコモチナデ

シコ属は，可能な限り採集し腊葉標本を作製した．併せ

て，多くの方の協力を得て寄贈していただいた標本につ

いても，調査を進める上での貴重な情報として活用した．

本調査等で得られた標本については，茎および種子を

鏡検し，中村（2018）に基づいて同定した（表1）．

結果および考察

本調査および中村（2018）で得られた640点の標本に

ついて，種子の外部形態による同定が可能な標本を精査
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した結果，イヌコモチナデシコ（Petrorhagia dubia）：

366 点，ミチバタナデシコ（Petrorhagia nanteulii）：

274点，コモチナデシコ（Petrorhagia prolifera）：0点で，

本調査においてもコモチナデシコは確認されなかった

（表2，3，4）．

これまでの調査で得られた標本情報を地図上にプロッ

トすると，名古屋市内においてイヌコモチナデシコは全

市的に広がり，ミチバタナデシコは河川や海岸近くの幹

線道路沿いで多く確認されている（図2）．愛知県内に

おいては，山間部を除く主要な幹線道路沿いに広がって

いると推察されるが名古屋市周辺と比較すると三河地方

での記録は少ない（図3）．

愛知県外における記録によると，岐阜県内では国道21

号および長良川堤防でイヌコモチナデシコとミチバタナ

デシコが（図4），三重県内では国道23号沿いでイヌコ

モチナデシコが広がっていると推察される（図5）．また，

大阪府では海岸沿いの埋立地でイヌコモチナデシコとミ

チバタナデシコが広がっていると推察される（図6）．

さいごに

本調査（コモチナデシコ属の分布調査）において，主

たる調査を筆者が行っていることもあり，標本の得られ

ている地域が筆者の行動圏内に限られ，名古屋市および

周辺地域に集中している．そのため，今後の継続調査に

おいては，より多くの協力者とともに調査範囲を拡大し，

表1．コモチナデシコ属の同定

図1．コモチナデシコ属の生育環境

表2．コモチナデシコ属の標本点数（都道府県別内訳）

― 42 ―

中村（2019）　コモチナデシコ属の分布調査（中間報告）



他の地域における現状も含めて把握していきたいと考え

ている．さらに，園芸植物として小規模に流通し,現時

点では帰化していないと考えているハリナデシコ

（Petrorhagia saxifraga）についても流通経路等を注視し

ていきたい．

調査の継続に併せて増え続ける証拠標本の維持管理も

課題であるが，現時点においては全ての標本を筆者が保

管している．なお，個々の標本情報を必要とされる場合

には筆者まで問合せいただきたい．
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図2．コモチナデシコ属の分布（名古屋市）

図3．コモチナデシコ属の分布（愛知県）

図4．コモチナデシコ属の分布（岐阜県）
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図5．コモチナデシコ属の分布（三重県）

図6．コモチナデシコ属の分布（大阪府）
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